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特集 

★2022年は輸出数量、金額ともに過去最大！ 

★台湾をはじめアジアへの輸出が約8割を占める！ 

★東京港が輸出数量、金額ともに全国シェアトップ！ 

 暦の上では季節は秋となりましたが、残暑も厳しくアイスクリームが

まだまだ恋しいですね。アイスクリームや氷菓といえば日本では古く

は氷室に保管した氷を貴族が楽しむといった大変貴重なものだったよ

うですが、明治時代初めに「あいすくりん」と呼ばれるアイスクリーム

が販売されてからは、徐々に庶民でも楽しめるようになりました。現在

では様々な味や形状があり、冷凍庫などで保存状態が保てることから

いつでも楽しめて、幅広い世代に愛されています。  

 アイスクリーム・氷菓は、2022年の輸出数量、金額がともに過去最

大となり、港別では東京港が輸出数量、金額ともに全国で1位となりま

した。 

 東京税関では、今回と同じアイスクリーム・氷菓の輸出について7年

前の2016年2月発行の特集記事にてご紹介したことがありますが、そ

の時は2015年とその10年前の2005年とを比較し、輸出金額が約4倍と

大きく増加していました（右に当時記事の一部引用）が、今回改めて

動向を調査したところ、2022年とその10年前の2012年との比較ではさ

らに大きく増加していたことから、再度アイスクリーム・氷菓の輸出に

スポットを当て今回の特集を作成いたしました。 

  

 本特集の「アイスクリーム・氷菓」は、輸出統計品目番号 第2105.00号 に分類される

ものについてまとめたものです。 

 ここには、ミルク又はクリームをもととして調製されたアイスクリーム及びその他の氷

菓（シャーベット、アイスキャンディー等）が含まれます。 

 本特集の輸出数量及び金額について、2021年以前は確定値、2022年は確々報値、2023年

1～7月は確報値です。 

東 京 税 関 

令和5年9月2 2日 

2016年2月の特集記事から引用 



 右の図は、2005年からのアイスクリーム・氷菓の年別輸出動

向（上図・全国、下図・東京税関管内）を示しており、順調に伸

びていることがわかります。2022年は全国で輸出数量が約

8,462トン、金額が約65億円で輸出の数量及び金額がともに、

確認できる1979年以降において過去最大を記録しています。 

 2023年に入っても、輸出数量、金額ともに前年同期の数値を

上回る輸出が続いています。 

 ちなみに前回特集の2015年は、全国で輸出数量が約3,545ト

ン、輸出金額が約20億円でした。これと比較すると、2022年は

輸出数量が約2.4倍、輸出金額が約3.2倍となっています。 

 また、前回の特集は、2015年と2005年の比較を行っていま

すが、2005年においては輸出数量が約1,121トン、輸出金額約

5億円であり、これを2022年と比較すると輸出数量は約7.6倍、

輸出金額については約12.4倍となり、2005年から17年が経ち

前回特集時よりも輸出が大きく伸びておりアイスクリーム・氷

菓の輸出市場が活況にあることがわかります。 

 東京税関管内においても2022年は過去最大の輸出数量及

び金額を記録しており、輸出数量は約3,045トン、輸出金額が

約20億円でした。全国と同様に東京税関管内においても2023

年に入り、輸出数量、金額ともに前年同期の数値を上回る輸

出が続いています。 
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 右上の図は、全国でのアイスクリーム・氷菓の月別輸出数量の推移で

す。毎年３月頃から輸出数量が増加し６月頃までがピークとなっています。 

 アイスクリームや氷菓は、日本アイスクリーム協会によりますと、季節の

違いによる嗜好の差が仕向先に現れているようだが、図において一定周期

で右肩上がりの傾向を呈していることから外国において日本産アイスクリー

ムの受容性が確実に上がっているのではないかとのことです。 
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 右下の図はアイスクリーム・氷菓の10年前と現在の輸出数量及

び金額を税関別に比較したものです。 

 まず税関別輸出数量推移において、2012年と2022年とで比較

すると2012年は全国で約1,349トンであった輸出数量が10年経っ

た2022年になると全国で約8,462トンとなり、約6.3倍となっている

ことがわかります。 

 また、金額推移では2012年は全国で約6億79百万円でしたが、

2022年になると全国で約64億51百万円となり、約9.5倍となってお

ります。 

 2012年時点で、東京税関と横浜税関以外の税関はさほど、輸

出数量や輸出金額が多くはなかったのですが、2022年になると

先の2税関以外の名古屋税関、大阪税関、門司税関、神戸税関

などでも輸出数量及び輸出金額が増えたことがわかります。 

 これは日本アイスクリーム協会によりますと東京や横浜の京浜

港以外でも売れ筋商品の販路が確立したためではないかとのこ

とです。 



 2022年における国・地域別構成比（左：輸出数量、右：輸出金額）

を見ると輸出数量及び金額ともに台湾・香港・中国の3つの国・地

域で50％以上を占めています。日本アイスクリーム協会によります

と、これらの国・地域に対して販路を確立するための取り組みが古

くから行なわれてきた結果であると考えられるとのことです。 

 アジア以外では米国向け輸出が約10％ありますが、日本アイスク

リーム協会によりますと北米では豆を甘くして食べる習慣がないに

もかかわらず、健康志向から小豆を使ったアイスが人気となり販路

が拡大した影響が強いと考えられるとのことです。 

 2022年における港別構成比（左：輸出数量、右：輸出金額）を見る

と、国内の港では東京港がいずれも1位となっています。2位以降

は横浜港、名古屋港と続いています。左右いずれの図においても

上位8位までの港を見ると全て海港となっています。 

 特に京浜港（東京港、横浜港、川崎港）に輸出が集中しているの

は、日本アイスクリーム協会によるとアイスクリーム・氷菓の大手製

造メーカーが東京港や横浜港近辺に工場や冷凍倉庫を他のエリア

よりも比較的多く設置しており保管面及び輸送コスト面でメリットが

あるためと考えられるとのことです。そのため、工場や冷凍倉庫か

ら近い海港からの輸出が主となるのではないかとのことです。 

アイス・氷菓の輸出 Page.4 



 

アイス・氷菓の輸出 Page.5 

 日本アイスクリーム協会によりますと家庭用冷蔵庫にある冷凍庫は開閉回数

が多いことで冷凍庫内の温度が上昇し、アイスクリーム・氷菓の保存には適さ

ない状態となるため、基本的には保存をせずに購入したらすぐに食べてほしい

とのこと。 

 でも購入してからすぐに食べるのは現実的には難しいときもありますよね。 

 そこで家庭での保存方法について日本アイスクリーム協会の方に聞いてみま

した。 

 まずは冷凍庫が数段に分かれているようであれば一番下の段に置いてほし

いとのこと。これは冷気が下の方に流れていくためです。 

 次に冷凍庫に空きを作らないでほしいとのこと。空きが多くなると空気の部分

が増えるため庫内の温度が開閉時に上がりやすくなってしまい冷凍効率が下

がるためです。 

 また劣化を防ぐためにはラップで包むのもありとのこと。これはアイスクリーム

には乳成分が入っており酸化や匂い移りがしやすいのでラップで包むと劣化を

防ぐことができるようです。 

 これらを守ることで保存状況は改善されるとのこと。ぜひお試しあれ。 

 例えば冷たいものを食べたときに「キーン」とくる頭痛は、医学的な正式名称で

「アイスクリーム頭痛」と呼ばれるそうです。 

 原因は 

① 冷たいものがのどを通るときに、のどにある三叉（さんさ）神経が刺激されて、

その伝達信号を脳が痛みと錯覚して頭痛が起きる。 

② 冷たいものを食べると急にのどや口の中が冷えるため、人間の体は一時的に

血流量を増やして温めようとするが、そのときに脳につながる血管も膨張して頭痛

が起きる。 

 これらがもとで「アイスクリーム頭痛」が発生すると考えられているようです。 

 予防法としては急いで食べないということに尽きるようです。アイスクリーム頭痛

を起こさないためにアイスクリームや氷菓はゆっくり味わって食べましょう！ 

（出典：日本アイスクリーム協会ホームページ） 



 

 

 日本にはいろんな記念日がありますよね。毎日様々な記念日がある中、日本アイ

スクリーム協会に確認したところ、今回特集したアイスクリームにも記念日がありまし

た。毎年5月9日がアイスクリームの日となっています。 

 さかのぼること1964年（昭和39年）5月9日、東京アイスクリーム協会（現：一般社団

法人 日本アイスクリーム協会）は、アイスクリームの需要が高まり始める5月の大型

連休明けに合わせて、この日を「アイスクリームデー」とし、都内の施設や病院などに

アイスクリームを寄贈するほか、記念式典を開催しました。 

 以降、5月9日を「アイスクリームの日」と定め、毎年、この日を中心に各地でイベント

を実施し、アイスクリームの普及活動を行っているとのこと。 

 2023年もアイスクリームフェスタが全国6都市（札幌、東京、名古屋、大阪、広島、福

岡）で開催されました。  

 近年、全国で輸出が活況な「アイスクリーム・氷菓」ですが、日本アイスクリーム協

会では日本のアイスクリーム・氷菓は食べたいときに食べきれるサイズ感が海外で

非常に受けているのではないかとのことでした。 

 アイスクリーム・氷菓は、2022年のアイスクリーム白書によると「好きなスイーツ」で

ナンバーワンであり、何年も連続で「好きなスイーツ」1位を続けています（右上の表：

日本アイスクリーム協会調べ）。 

 これから冬場に向かっていきますが、同白書の中でも15℃くらいになると温かい飲

み物が欲しくなる傾向（右中の表：同協会調べ）にあるとのことですが、それでも外の

寒いところから暖かい部屋に入って食べるアイスクリームってなぜか美味しく感じま

すよね。 

 季節を問わずアイスクリームは美味しく、同白書の中でも気分を前向き・ポジティブ

にしたい理由で食べる人が多いとのこと（右下の図：同協会調べ）なので、寒い季節

に入っても食べて気分を盛り上げていきましょう。 
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取材協力：一般社団法人 日本アイスクリーム協会 
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